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反
射
望
遠
鏡
の
研
究
8

京
都
天
茎
量
助
手
中

村

要

近
來
天
文
趣
味
の
護
展
ミ
同
時
に
よ
り
露
な
る
良
き
し
か
し
廉
償
な
望

遠
鏡
が
要
求
せ
ら
れ
つ
・
あ
る
。
又
素
人
で
反
射
鏡
を
求
め
た
い
人
も

あ
る
。
書
物
に
し
て
も
雑
誌
に
し
て
も
ま
一
こ
ま
つ
て
反
射
鏡
の
實
用
に

つ
い
て
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
は
無
い
。
此
の
要
求
に
慣
し
哨
文
を

草
し
た
次
第
で
あ
る
。
（
三
七
頁
上
段
挿
圖
は
次
週
）

　
屈
折
望
四
鏡
に
日
本
に
於
て
可
な
り
よ
く
使
に
れ
て
居
う
が
反
射
鏡
匡
殆
ん
ご

　
無
い
。
貼
れ
に
全
く
反
射
鏡
潜
知
ら
な
い
ピ
い
ふ
事
や
或
ば
知
っ
て
も
書
物
で

　
使
ひ
に
く
い
も
の
で
あ
る
事
た
頭
に
入
れ
ら
れ
て
居
る
ご
か
又
に
ほ
し
く
て
も

作
っ
て
居
る
所
が
分
か
ら
な
い
ε
い
ふ
様
な
原
因
で
使
匡
れ
て
居
な
い
。
日
本

　
で
始
め
て
現
代
の
銀
面
反
射
鏡
た
使
つ
距
の
に
紳
戸
の
ス
コ
ブ
イ
〃
ド
氏
で
あ

　
り
又
始
め
て
天
文
璽
に
備
付
け
ら
れ
表
の
ば
京
都
十
吋
で
あ
る
Q
多
く
の
人
の

　
経
瞼
に
よ
り
又
私
自
貞
京
都
で
使
っ
た
経
回
に
、
よ
れ
ば
仲
々
宥
力
で
有
望
で
あ

　
る
、
雌
の
稿
に
小
望
遠
鏡
に
つ
い
て
の
旧
稿
の
襟
な
も
の
で
主
ミ
し
て
良
分
で

　
エ
リ
ソ
ン
六
吋
牛
鏡
な
買
求
め
其
れ
な
組
立
て
る
ま
で
に
必
要
上
調
べ
染
事
や

　
或
ぽ
μ
山
ハ
吋
山
†
十
吋
な
僚
恥
用
し
宏
経
瞼
な
＄
盛
ε
め
て
今
後
反
〃
射
鏡
た
僚
随
用
さ
れ
る

　
方
の
幾
分
の
塗
考
に
供
し
糞
い
。
反
射
鏡
の
菩
及
時
代
に
反
射
鏡
に
關
す
る
正

　
し
き
知
識
な
得
て
お
か
な
い
亡
か
或
に
悪
音
反
射
鏡
を
使
用
ぜ
る
爲
に
反
射
鏡

に
不
遽
當
な
り
ビ
し
て
有
力
な
る
反
射
鏡
の
菩
及
が
さ
ま
六
げ
ら
れ
て
に
甚
だ

　
獲
念
で
あ
る
。

三
二

反
射
鏡
に
請
し
一
般
的
の
記
事
が
百
濟
學
士
に
よ
り
天
界
第
三
號
に
あ
ろ
か
ら

　
必
ず
此
れ
た
讃
ん
で
か
ら
以
下
々
見
て
頂
き
六
い
。
自
分
に
素
人
の
眼
覗
用
の

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
の
も
の
・
み
に
つ
い
て
記
す
る
。
現
代
の
反
射
望
蓮
鏡
の
基
を

　
作
つ
糞
の
に
一
入
五
六
年
に
於
け
ろ
ス
タ
イ
ン
ハ
イ
ル
の
鍍
銀
鏡
定
一
入
五
七

　
年
公
表
さ
れ
カ
フ
ー
コ
ー
の
影
の
試
験
法
書
で
あ
っ
て
英
國
に
於
て
主
ぜ
し
て

　
獲
遺
し
近
年
来
國
に
湿
て
逡
歩
な
ミ
げ
所
謂
の
学
2
8
σ
q
霧
ω
鏡
電
し
て
獲
見

　
後
僅
か
七
十
年
未
漏
で
百
吋
ま
で
作
ら
れ
て
居
ろ
。
大
口
径
戴
物
ソ
ン
ズ
の
製

　
作
が
行
づ
ま
つ
象
今
日
ソ
ン
ズ
よ
り
理
論
上
完
全
な
る
晒
物
線
面
鏡
の
護
蓮
に

　
目
恥
し
い
も
の
で
あ
る
。
器
物
線
面
鏡
の
製
作
の
如
き
ょ
ほ
こ
完
全
に
な
っ
て

　
居
る
。
特
に
英
國
に
於
て
に
最
も
よ
く
曹
及
さ
れ
素
人
で
十
八
吋
十
二
吋
位
の

　
所
有
者
ば
更
々
多
く
六
吋
八
吋
に
ざ
ら
に
あ
る
。

　
反
射
望
遠
鏡
を
反
射
或
ば
反
射
鏡
屈
折
望
蓮
鏡
准
屈
折
定
略
す
る
事
た
許
さ
れ

　
れ
い

　
反
射
墓
蓮
鋭
　
男
践
①
亀
お
日
跨
ω
。
。
℃
ρ
男
匹
Φ
。
8
居
ヌ
。
惹
。
巳
9
戸

　
略
記
八
二
反
射
鏡
に
G
。
、
、
ポ
。
。
、
＼
ω
需
ρ
ε
略
記
す
る
。

　
反
射
鏡
　
国
霞
p
び
。
H
。
匹
巴
寓
耳
。
誤
屋
同
§
“
O
Q
℃
Φ
。
巳
g
謬

　
小
鏡
　
U
冨
σ
q
8
鼻
窯
①
≦
8
巳
鴛
巨
H
同
。
ポ
固
舞

　
反
射
鏡
ビ
亭
面
鋭
寓
艮
自
碧
伽
h
H
簿
ぐ
」
紅
軍
に
い
ふ
。

　
メ
ー
玉
ツ
制
實
施
の
今
日
吋
に
不
都
合
か
も
知
れ
な
い
が
吋
で
作
ら
れ
カ
も
の

　
で
あ
る
か
ら
吋
で
記
載
す
ろ
。

全
野
全
く
の
よ
せ
集
め
で
甚
だ
ま
ε
ま
り
の
悪
い
も
の
で
あ
る
。
，
こ
れ

か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
一
こ
ま
よ
っ
た
が
先
づ
第
一
に
反
射
鏡
を
作
る
所

県
人
を
蓮
記
す
る
。

反
射
鏡
の
製
作
者
及
製
作
所
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．
反
射
望
湛
鏡
は
英
才
に
於
て
最
も
よ
く
普
及
さ
れ
て
居
り
有
名
な
製
作

・
者
が
多
い
。
一
般
に
空
聞
の
製
作
品
を
使
ふ
。

　
英
田
國
　
　
カ
　
ル
バ
ー
1
0
．
O
恥
く
。
目
目
ゲ
Φ
　
ン
自
9
謬
の
ρ
書
く
ρ
一
も
。
一
？
　
一
悶
暫
一
①
の
≦
o
困
け
プ
・

反
射
鏡
專
門
で
中
口
径
の
も
の
を
得
意
－
こ
す
る
。
回
避
に
於
け
る
殆
ん

さ
大
部
分
は
カ
ル
バ
ー
で
あ
る
。
質
の
よ
い
事
は
多
敷
の
観
測
結
果
が

充
分
に
詮
明
す
る
。
ウ
イ
ス
の
後
を
う
け
て
銀
面
反
射
鏡
を
完
壁
に
近

い
ま
で
嚢
達
せ
し
め
た
人
で
あ
る
。
氏
の
作
っ
た
大
口
径
の
も
の
で
は

ベ
ツ
セ
マ
ー
郷
に
作
っ
た
五
十
吋
が
最
大
で
あ
る
が
費
用
の
無
い
爲
に

使
ふ
事
が
出
・
來
な
か
っ
た
。
リ
ッ
ク
の
ク
ロ
ツ
ス
レ
ー
一
二
十
六
吋
は
カ

ル
バ
ー
の
原
作
で
鏡
は
同
大
の
が
二
個
あ
る
。
グ
ラ
ツ
ブ
氏
が
後
年

器
齢
霞
Φ
し
た
。
此
の
外
三
十
吋
↓
個
，
エ
ス
ピ
ン
ニ
十
四
吋
素
人
の

ウ
オ
シ
ン
ト
ン
及
び
エ
リ
ス
爾
氏
天
文
茎
に
二
十
吋
各
一
個
、
十
八
吋

は
凄
艶
あ
る
。
日
本
に
あ
る
の
は
神
戸
ス
コ
フ
イ
ル
ド
氏
の
八
吋
孕
で

ベ
ー
カ
ー
の
約
四
十
年
前
の
古
物
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

虐
兀
全
な
る
纏
緯
憂
ア
不
ピ
ー
ス
一
二

六
野
牛
六
〇
ポ
ン
ド
　
八
吋
素
干
〇
ポ
ン
ド

子
等
李
鏡
の
み
丈
六
ボ
ン
ド

　
H
急
謁
一
。
。
工
区
α
q
『
・
・
琴
Φ
『
目
①
亀
貯
σ
q
ε
p
ぎ
鼠
呂
．

反
射
鏡
專
門
で
志
ん
，
ご
四
十
年
の
経
験
を
有
し
て
み
る
。
二
十
吋
ま
で

作
る
。
小
．
口
径
の
は
可
な
り
多
い
が
カ
ル
バ
ー
に
は
呈
せ
ら
れ
て
居
る

六
吋
牟
の
が
ス
コ
ブ
イ
ル
ド
氏
の
許
に
あ
り
銀
を
ミ
つ
て
太
陽
観
測
に

專
議
し
て
居
ら
れ
る
。
園
①
鐸
叢
嶺
も
や
ろ
。

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
鏡
は
比
較
的
一
廉
い
。
　
ア
イ
ピ
ー
ス
一
一
一
個
、
　
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
高
度
水
卒
の
爾
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
オ
ン
付
き
の
完
全
な
も
の
で

　
入
吋
牛
　
四
十
入
ボ
ン
ド

　
山
ハ
蛙
町
小
†
　
二
十
五

　
五
吋
↓
十
五

　
四
吋
牛
十
二

厚
面
鏡
を
作
る
。

＋
轟
瞬
響
応
ぎ
・
憲

十
　
　
　
　
　
五

十十

　
　
　
　
　
十
五

三
　
　
　
　
　
十

英
学
で
求
め
ら
れ
る
な
ら
上
の
二
氏
が
よ
い
。

　
ω
貯
H
困
O
名
塑
『
幽
　
Ω
コ
ぴ
げ
帥
5
慶
9
話
0
9

主
ε
し
て
大
口
穫
の
も
の
を
作
る
Q
最
近
に
露
シ
ー
メ
ス
四
十
吋
を
完

成
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
氏
の
二
十
吋
も
グ
ラ
ツ
ブ
で
あ
る
。

　
甫
・
O
露
宅
碧
粋
9
胴
O
訟
8
壁
高
一
二
二
巴
ぎ
騨
冒
三
号
P
堵
國
O
，

活
動
を
始
め
た
の
は
大
戦
後
で
あ
る
か
ら
余
り
知
ら
れ
な
い
が
最
近

望
巴
巳
①
。
。
の
。
。
け
①
9
邑
匿
鶏
を
認
り
出
し
た
。
三
十
吋
ま
で
製
作
す
る
。

彼
の
有
名
な
コ
ン
モ
ン
氏
は
故
里
ツ
ト
エ
ー
氏
ε
共
同
し
て
現
在
の
所

に
工
場
を
作
っ
た
。
　
o
ユ
露
毒
〔
）
葺
。
・
は
オ
リ
オ
ン
星
雲
か
ら
の
名
で

あ
る
。
コ
ン
モ
ン
O
。
陶
ぎ
さ
p
　
氏
は
大
口
径
の
も
の
ば
か
り
作
っ
た
。

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
六
十
吋
（
今
は
活
用
さ
れ
な
い
）
ケ
ン
ブ
リ
ツ
チ
三
十
六

吋
グ
リ
ニ
ツ
チ
三
＋
吋
ヘ
ル
ワ
ン
三
＋
吋
ヒ
ル
三
＋
憎
悪
の
外
二
＋
吋

位
の
が
二
三
あ
る
。
オ
ツ
ト
エ
ー
氏
は
カ
ル
バ
ー
氏
ε
深
い
關
係
が
あ

り
大
口
径
反
射
鏡
の
赤
道
儀
に
は
深
い
経
験
が
あ
る
。
反
射
鏡
の
み
の

価
慣
、
八
慢
心
＋
約
十
ボ
ン
ド
十
吋
・
†
↓
圃
吋
一
一
十
m
四
ポ
ン
ド
想

望
・
巳
①
。
。
の
の
8
£
ヨ
冒
亀
は
最
近
に
嚢
尊
し
た
さ
び
な
い
鐵
で
作
ら
れ

三
三
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る
鏡
で
從
っ
て
鍍
銀
不
用
で
あ
る
。
此
の
合
金
の
出
現
に
よ
っ
て
可
な

り
な
革
命
が
起
り
そ
う
に
な
っ
て
居
る
。
所
が
鋏
．
鮎
，
こ
し
て
反
射
蘂
が

低
く
七
十
％
は
出
な
い
ε
の
事
で
あ
る
。
李
面
鏡
も
作
ら
れ
て
居
る
が

膨
面
鏡
は
銀
面
硝
子
の
方
が
僅
か
な
手
函
で
よ
ほ
，
ご
光
が
得
ら
る
、
で

あ
ら
ー
フ
ー
こ
云
ふ
。
永
久
に
輝
く
一
こ
は
言
っ
て
居
る
が
果
し
て
噛
こ
れ
位
使

え
る
か
反
射
牽
を
六
十
五
％
－
こ
し
て

　
　
始
軌
×
始
O
×
》
歌
1
1
り
濫
義
心
う
醜
噌
愈
0
8

　
　
“
㊤
α
×
”
留
×
“
象
罐
”
き
桑
梓
で
四
吋
の
集
光
力
、

集
光
力
は
は
る
か
に
少
な
い
。
鍍
銀
を
無
精
し
た
い
入
に
は
都
合
が
よ

さ
そ
う
で
あ
る
0
1

素
入
で
名
高
い
人
は

　
開
①
＜
ψ
ぞ
。
国
．
誤
．
些
に
の
。
置
匪
困
営
9
四
げ
O
げ
。
。
Φ
冥
鉾
。
蔓
”
臣
厭
白
塑
σ
q
F
剛
胃
巴
窪
衛
．

天
文
道
長
で
道
志
に
三
十
年
の
経
験
を
有
し
て
居
る
。
道
樂
に
や
っ
て

居
ら
れ
る
事
で
あ
る
か
ら
．
突
然
た
の
ん
で
作
っ
て
も
ら
へ
る
か
分
か
ら

な
い
σ
學
者
だ
け
に
申
し
分
の
無
い
鏡
を
作
る
。
氏
は
素
人
で
あ
る
か

ら
鏡
に
は
き
す
が
多
い
。
し
か
し
實
用
上
差
支
へ
な
い
。
裏
面
に
は
製

作
年
－
こ
焦
鮎
踊
離
ξ
牧
差
ミ
嘱
託
b
国
の
マ
ー
ク
が
あ
る
。

偉
物
レ
ン
ズ
は
六
吋
反
射
鏡
は
十
二
斜
位
ま
で
作
る
。
エ
リ
ソ
ン
鏡
は

日
本
に
三
箇
あ
る
。
筆
者
ミ
鳥
取
大
墨
縄
の
六
吋
孚
、
ス
コ
フ
イ
ル
ド

氏
か
ら
得
ら
れ
た
神
戸
森
下
氏
の
四
聖
孚
で
何
れ
も
良
い
。
六
吋
牟
小

身
面
鏡
野
で
六
ボ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ

デ
ウ
イ
ス
其
他
二
三
，
．
知
名
の
人
が
あ
る
。
書
き
上
げ
る
一
こ

三
四

　
U
㌍
ぐ
δ
幹
醒
銭
9
ノ
く
蒔
5
建
P
O
o
℃
ρ
討
論
。
。
一
⇔

英
國
に
於
て
先
づ
獲
藩
し
九
の
で
あ
る
が
銀
面
鏡
の
始
め
に
活
動
し
た

製
作
者
は
貞
…
帰
一
二
こ
穿
。
讐
騒
瀬
，
こ
で
あ
る
。
ウ
イ
ス
は
十
八
吋
ま
で

作
っ
て
居
る
。
ウ
イ
ス
の
鏡
は
今
で
も
仲
々
多
く
質
．
も
殆
ん
き
完
全
な

も
の
で
あ
る
。
ウ
イ
ス
鏡
は
器
械
部
は
総
て
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
で
作
り

毒
騨
ゲ
じ
u
δ
毛
巳
お
ぐ
」
い
ふ
名
で
費
り
出
さ
れ
た
。
ウ
イ
ス
や
カ
ル
バ
ー

の
古
物
は
安
心
し
て
求
め
得
る
。
デ
ニ
ン
グ
氏
が
五
十
年
近
く
木
星
其

他
遊
星
観
測
に
活
用
し
た
十
吋
は
ウ
イ
ス
鏡
で
あ
る
。

英
國
で
は
反
射
鏡
が
普
及
し
て
居
る
の
で
十
二
吋
ま
で
殆
ん
さ
何
時
で

も
古
物
が
あ
る
。

米
國

　
駒
9
⇒
鋭
じ
口
話
。
。
げ
霞
卸
O
o
こ
ピ
巳
；
銅
鐸
ω
び
萄
覧
w
勺
。
目
．

有
名
な
ブ
ラ
シ
ア
ー
肚
で
屈
折
ミ
爾
方
や
つ
て
居
る
。
反
射
鏡
は
む
し

ろ
大
口
径
を
得
意
－
こ
し
特
に
カ
セ
グ
レ
ン
構
成
に
章
章
し
て
居
り
現
今

二
十
吋
以
上
の
も
の
を
信
用
し
て
作
ら
せ
得
る
の
は
此
鮭
の
み
「
、
冠
言
っ

て
よ
い
八
十
吋
ま
で
製
作
に
慮
じ
る
が
百
吋
の
も
注
文
し
て
作
り
得
る

唯
↓
の
會
肚
で
あ
る
。
京
都
の
＋
吋
は
ブ
ラ
シ
ア
ー
で
あ
る
。
↓
九
一

〇
年
頃
ま
で
に
は
ブ
ラ
シ
ア
ー
氏
自
身
從
曝
し
約
百
個
の
鏡
は
作
っ
て

居
る
。
昨
年
ま
で
後
禮
者
で
養
子
で
あ
る
マ
ク
ド
エ
ル
氏
が
働
事
し
マ

ク
ド
エ
ル
氏
は
死
ん
だ
が
な
ほ
へ
ー
ヂ
マ
ン
氏
等
が
残
っ
て
居
る
。

此
の
就
の
大
口
径
用
赤
．
道
儀
、
は
ワ
ー
ナ
ー
ス
ワ
ジ
ー
肚
が
作
る

一
九
〇
七
年
の
値
は
次
の
通
り
で
今
で
．
は
こ
三
割
高
い
。
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ロ
禽

Φ
耳

QoH
O

目
途

目
g
o

駆診ζ噂

n

轟
型
，
6
卿
幽
明
藤
　
醜
O
》

　
①
8
嶺
　
　
　
　
心
O
醤
　
轟
理
溝
C
m
窮
孫
麗
麗
団
扇
賦
鱒
賦
醤

　
O
O
O
　
　
　
　
　
　
　
Q
o
O

　
誘
O
O
　
　
　
　
　
　
同
α
O

　
目
o
o
軌
O
離
漸
b
9
8
0
b
っ
㎝
O

　
G
。
O
O
O
　
　
　
　
　
蜜
O

　
U
α
O
O
　
　
　
　
　
　
　
H
Φ
O
O

　
刈
α
O
O
　
　
　
　
　
　
b
D
o
O
O
O

ブ
ラ
シ
ア
ー
で
作
っ
た
大
口
径
の
も
の
は
殆
ん
，
ご
マ
ク
ド
エ
ル
氏
の
手

に
な
る
が
ブ
ラ
シ
ア
ー
祉
の
作
っ
た
も
の
は
世
界
第
二
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
七
＋
二
．
吋
，
タ
ク
ソ
ン
四
＋
吋
、
ア
ン
、
ア
ボ
ー
ル
三
＋
七
吋
ミ
ル

ス
三
十
七
吋
、
ア
レ
ガ
ニ
⊥
二
十
吋
忍
辱
．
ヵ
セ
グ
レ
イ
ン
に
な
っ
て
居

る
。

米
國
で
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
ブ
ラ
シ
ア
ー
が
最
も
良
い
。

　
目
ぎ
の
器
差
お
円
の
9
①
二
曲
o
O
o
愚
。
冨
江
8
H
卜
。
O
ド
づ
ゴ
α
く
一
二
乏
o
o
幽

　
b
ぐ
①
爵
β
ρ
○
巨
0
9
ぴ
q
P
臣
ピ

十
二
吋
ま
で
作
る
。
償
は
ブ
ラ
シ
ア
ー
ミ
殆
ん
＆
同
様

　
と
く
諺
Ω
母
袈
粋
ω
8
。
・
O
o
8
先
言
望
O
餌
8
び
ユ
動
α
q
ρ
徴
霧
こ
。
こ

レ
ン
ズ
專
門
で
あ
る
が
故
ラ
ン
ヂ
ン
氏
が
ロ
…
エ
ル
天
文
皇
四
十
吋
及

び
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
の
二
十
四
吋
二
個
を
作
っ
た
。

　
耳
門
。
ゆ
O
’
宅
・
幻
詳
。
ゲ
Φ
冥

以
前
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
墓
に
あ
っ
て
美
事
な
二
十
四
吋
鏡
を
作
り
ウ
ィ

ル
ソ
ン
山
に
あ
っ
て
は
其
①
指
揮
の
も
ぐ
」
に
六
十
吋
及
苦
心
を
完
成
し

た
人
で
此
の
外
ス
ノ
i
望
、
希
有
の
二
十
四
吋
鏡
二
個
其
他
撒
十
吋
の
大

毒
面
鏡
を
数
個
作
っ
て
居
る
。

（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
幽
天
．
文
皇
光
學
工
場
で
は
天
文
皇
に
要
す
る
封
物
レ
ン

ズ
李
面
鏡
反
射
鏡
の
総
て
を
作
っ
て
居
る
。
）

リ
ツ
チ
ー
氏
は
天
艦
爲
眞
の
大
家
で
大
口
穫
鏡
の
試
駿
法
マ
ゥ
ン
チ
ン

グ
に
於
け
る
改
良
は
多
大
で
あ
る
。

　
ヨ
門
●
筒
。
｝
旨
家
①
島
。
・
プ
H
o
o
嶋
G
O
閤
。
話
乙
。
け
》
づ
讐
賞
ρ
詞
く
埠
臼
①
砕
酔
ρ
ヨ
．

十
二
ま
で
作
っ
て
居
る
。
彗
星
を
二
三
登
即
し
た
。
ブ
ラ
シ
ア
t
に
次

い
で
多
い
。
ア
メ
リ
カ
素
入
間
に
メ
リ
ッ
シ
ュ
は
三
々
多
い
。

　
窯
7
”
話
。
。
①
｝
ノ
く
ト
℃
o
匿
零
脳
8
窃
蓼
巨
琶
旨
。
。
0
5
寓
器
置
⇒
①
O
o
ご

　
6
Q
℃
託
ロ
四
ゆ
巴
9
＜
實
き
。
巨
’

最
近
鴬
名
を
畢
ぴ
た
人
で
十
六
吋
ま
で
作
る
。
自
作
の
六
吋
が
℃
葺
零

O
母
自
窪
或
舘
。
愚
Φ
の
名
で
六
百
弗
ば
か
り
で
冠
り
出
さ
れ
て
居
る
。

　
累
巴
‘
O
鎚
話
窪
話
⑪
二
歩
霞
ヒ
d
翻
鱒
均
8
ぼ
雷
｝
眉
窪
。
。
●

最
近
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
廣
告
が
出
て
居
り
十
六
吋
ま
で

作
る
。
卒
面
鏡
も
。

　
ピ
。
げ
舞
舞
窪
し
d
『
o
q
璽
．
Φ
器
①
⇔
＜
出
一
ρ
O
即
二
ρ

青
墨
　
欝
ユ
N
①
溢
。
・
矧
魯
罫

猫
逸
に
は
近
頃
ま
で
大
口
径
の
は
無
か
っ
た
が
ツ
ァ
イ
ス
で
作
っ
た
も
．

の
は
ベ
ル
リ
ン
バ
ベ
ル
ス
ベ
ル
グ
四
十
八
吋
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
三
十
九
吋

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ビ
ニ
十
八
雪
雲
で
小
口
径
の
も
の
．
も
廣
く
作
っ
て
居
る

が
仲
々
高
調
で
あ
る
。
神
戸
着
の
慣
で

三
五
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六
識
（
鏡
の
み
）
　
一
一
〇
九
圓

　
　
気
霜
　
　
　
　
　
三
七
五
圓
　
で
あ
る
。

　
ρ
〉
“
o
D
8
剛
じ
プ
①
一
ご
ン
葺
。
げ
①
昌

十
五
吋
位
ま
で
作
っ
て
居
る
。
京
都
の
八
吋
太
陽
鏡
は
ス
タ
イ
ン
ハ
イ

ル
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
餓
り
普
及
さ
れ
て
居
な
い
が
パ
リ
天
文
蜜
四
十
八
吋
を

マ
ー
チ
ン
ス
、
マ
ル
セ
イ
ユ
三
十
一
吋
を
フ
ー
コ
ー
が
作
っ
た
。
素
人

用
の
は
自
國
で
も
作
っ
て
居
る
が
英
カ
ル
バ
i
鏡
が
大
分
あ
る
。

鏡
の
材
料
に
し
て
も
マ
ウ
ン
チ
ン
グ
に
し
て
も
屈
折
よ
り
簡
輩
で
あ
る

の
で
同
じ
型
式
の
も
の
な
れ
ば
反
射
で
は
屈
折
の
五
分
の
一
或
は
以
下

で
手
に
入
る
。

手
籔
さ
え
い
ミ
は
な
け
れ
ば
個
人
で
直
接
注
文
せ
ら
れ
、
ば
安
儂
で
あ

る
。
英
國
の
も
の
が
最
も
普
及
さ
れ
て
居
る
だ
け
値
も
安
く
品
物
も
よ

い
。　

反
射
望
逡
鏡
の
手
製

揃…

ｨ
線
鏡
の
製
作
は
思
入
で
も
出
盛
る
。
山
崎
正
光
氏
の
詳
細
な
記
事

が
天
文
月
報
十
四
巻
九
號
以
下
に
出
て
居
る
か
ら
熱
心
家
は
作
れ
る
。

簡
輩
で
あ
る
様
だ
が
最
後
で
簡
箪
で
な
い
。

別
の
方
法
ε
し
て
反
射
鏡
の
み
を
一
流
の
製
作
者
か
ら
買
っ
て
他
は
自

分
で
設
計
し
て
組
立
て
る
ε
至
極
安
く
出
罵
る
。
最
非
一
度
は
完
全
な

反
射
鏡
を
見
て
お
く
ε
非
常
な
参
考
に
な
る
。
製
作
時
に
注
意
す
べ
き

事
を
の
べ
る
一
こ
、

三
六

　
一
、
筒
は
フ
レ
ー
ム
で
な
く
筒
の
方
が
日
本
の
氣
候
に
は
良
い
。

　
↓
、
大
鏡
小
鏡
は
作
り
付
け
で
な
く
是
非
三
足
で
傾
き
を
か
へ
得
る

　
　
様
に
作
る
事
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
一
、
反
射
で
は
屈
折
の
様
に
覗
く
の
に
天
魔
の
方
を
見
な
い
か
ら
是

　
　
非
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
は
簡
箪
な
も
の
で
も
付
け
る
事
。
能
卒
が
倍
に

　
　
な
る
。

　
一
、
鏡
は
磨
り
大
き
な
も
の
を
望
ま
ぬ
事
大
き
く
て
八
丁
位
。

　
一
、
赤
地
儀
に
す
る
な
れ
ば
筒
が
廻
る
機
に
作
る
事
。

相
等
ア
イ
．
ヒ
ー
ス
も
揃
へ
て
一
年
計
書
で
ほ
っ
ノ
、
作
る
ε
立
派
な
六

吋
牛
が
構
造
に
も
よ
る
が
二
百
五
十
遠
位
で
出
立
る
。
土
星
の
輪
も
鮮

明
に
見
え
ぬ
安
物
の
三
吋
言
大
差
な
い
。

次
の
如
き
方
法
で
可
な
り
な
六
吋
牟
が
出
來
よ
う
。

口
径
六
吋
ぬ
＋
焦
短
距
離
F
8
小
鏡
共
六
ボ
ン
ド
、
フ
イ
ゲ
ン
ス
ァ
イ
ピ

ー
ス
一
吋
、
孕
吋
四
分
一
吋
の
三
個
約
ニ
ボ
ン
ド
フ
ァ
イ
ン
ダ
i
一
個

一
ポ
ン
ド
飴
、
計
十
ボ
ン
ド
飴
を
前
金
で
迭
る
。
般
積
で
約
五
ク
月
で

到
着
の
上
蓮
賃
、
關
税
を
支
彿
ふ
。
合
計
で
百
五
＋
圓
位
。
此
れ
か
ら

後
設
計
が
面
倒
だ
が
、
筒
木
製
十
圓
、
鏡
の
セ
ル
鰭
骨
圓
小
鏡
の
セ
ル

ぐ
」
サ
ツ
ポ
ー
ト
十
圓
。
三
脚
十
圓
，
金
属
製
経
緯
塞
三
十
五
圓
、
ア
イ

ピ
ー
ス
の
取
付
け
皇
十
圓
、
計
約
二
百
五
十
圓
で
出
遅
上
る
。
木
製
の

部
分
で
作
ら
れ
る
な
れ
ば
廉
慣
に
出
來
上
る
。
望
蓮
鏡
の
自
作
は
意
外

に
面
倒
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
様
な
ア
ー
ヴ
イ
ン
グ
の
完
全
な
の
を
輪

入
す
る
一
こ
約
四
百
圓
で
。
む
し
ろ
完
全
な
も
の
を
買
っ
た
方
が
下
手
な
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も
の
を
作
る
よ
り
ま
し
ε
は
言
え
る
が
自
分
で
作
る
事
は
つ
こ
れ
位
爲
に

な
る
か
殉
れ
な
い
Q

経
緯
壷
．
の
製
作
の
例
・
こ
し
て
圖
を
入
れ
て
お
く
。
筒
や
ス
タ
ン
ド
の
作

り
方
は
害
け
ば
切
り
の
無
い
事
で
あ
る
し
又
此
れ
等
は
作
る
人
の
自
由

に
さ
る
べ
き
事
で
あ
る
。
反
射
鏡
は
設
計
製
作
し
た
入
で
な
い
ミ
活
用

し
得
な
い
ε
い
っ
た
リ
ッ
チ
…
氏
の
】
言
は
味
は
ふ
べ
・
き
事
で
あ
る
。

以
下
は
自
分
で
作
る
場
合
に
材
料
の
買
入
れ
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ

き
事
で
あ
る
。

大
鏡
の
寒
湿
は
ド
イ
ツ
で
は
セ
ン
チ
英
米
は
吋
で
あ
る
が
、
米
で
は
五

六
，
七
．
等
鍛
工
は
使
は
な
い
が
英
に
於
て
は
昔
通
り
四
千
孚
五
三
L
4

六
吋
牟
八
吋
孚
等
．
を
使
ふ
。
此
れ
は
屈
折
の
四
、
五
、
六
、
八
ε
同
じ

仕
事
を
す
る
・
こ
い
ふ
爲
に
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
現
在
で
も
端

獄
の
つ
い
た
口
径
を
使
っ
て
居
る
。

素
人
向
き
な
も
の
で
は
六
甲
牟
が
最
も
よ
く
四
吋
五
吋
で
は
少
さ
過
ぎ

る
し
贋
も
飴
り
廉
く
な
ら
な
い
。

又
焦
粘
距
離
に
し
て
も
身
長
以
上
に
な
る
ミ
筒
先
で
観
測
す
る
か
ら
階

子
が
入
用
に
な
り
不
便
が
多
い
十
八
電
位
に
な
る
ミ
甚
だ
面
倒
に
な
る

観
測
の
便
利
を
考
へ
る
一
こ
六
、
八
吋
位
が
適
當
で
あ
る
。

反
射
鏡
の
焦
織
距
離
は
完
全
な
黒
物
母
国
で
あ
れ
ば
何
れ
の
焦
粘
距
離

で
も
完
全
な
像
が
出
來
る
程
で
あ
る
が
他
の
問
題
か
關
聴
す
る
爲
に
眼

覗
用
に
は
F
8
窮
員
鏡
に
は
F
5
が
普
通
で
あ
る
。

現
在
の
大
反
射
鏡
は
實
視
観
測
に
は
使
は
れ
す
殆
ん
ざ
爲
眞
專
用
で

あ
る
星
雲
善
事
に
は
短
い
ほ
3
よ
い
が
穿
り
短
く
て
は
寛
聾
が
甚
だ
狭

い
ミ
か
或
は
時
間
等
の
貼
で
ド
5
が
普
通
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
百

吋
六
十
吋
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
七
十
三
吋
等
皆
F
5
で
あ
る
。
例
外
嘔
こ
し
て

F
2
等
も
あ
る
。
ツ
ァ
イ
ス
で
作
っ
た
ハ
ン
ブ
ル
グ
天
文
墓
の
三
＋
九

才
位
F
3
で
あ
の
。
リ
ッ
チ
ー
の
作
っ
た
ヤ
ー
キ
ー
ス
ニ
＋
四
二
は
F

4
で
あ
る
．
、

極
端
搬
、
口
遽
爲
眞
用
反
射
鏡
で
事
實
作
ら
れ
た
も
の
は
リ
ッ
ク
天
文
塁

の
シ
ュ
ー
バ
ー
ル
氏
の
作
っ
た
十
三
吋
焦
鮎
距
離
二
十
吋
ミ
い
ふ
の
が

あ
る
。
極
め
て
狭
角
で
あ
る
が
特
別
な
天
艦
に
は
有
力
で
あ
る
。
英
國

の
コ
ー
プ
の
作
っ
た
の
は
十
二
吋
F
二
十
四
吋
で
彗
無
用
に
使
は
れ
た

叉
ポ
ツ
ダ
ム
天
山
久
由
量
．
の
シ
ユ
ミ
ツ
ド
而
四
m
四
セ
ン
チ
F
九
一
ニ
セ
ン
チ
も
作

ら
れ
て
爲
眞
用
に
使
は
れ
た
。
彼
の
コ
ン
モ
ン
も
口
径
二
十
吋
F
四
十

四
吋
こ
い
ふ
の
を
作
っ
た
か
今
は
7
こ
う
な
っ
た
か
分
ら
な
い
。
こ
れ
等

の
良
い
の
を
作
る
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
焦
瓢
で
は
F
5
で
あ
る
が
分
光
観
測
や
大
ス
ケ
ー
ル
の
爲

眞
に
は
不
都
合
な
の
で
総
て
双
曲
線
小
勢
ミ
李
面
鏡
に
よ
っ
て
カ
セ
ニ

ユ
ー
ト
ン
或
は
大
鏡
の
中
央
に
穴
を
あ
け
て
カ
セ
グ
レ
ン
に
す
る
一
こ
F

哨
五
或
は
F
二
〇
位
に
な
る
か
ら
此
れ
が
使
は
れ
叉
機
械
構
造
に
し
て

も
簡
輩
で
よ
く
観
測
に
も
便
利
で
あ
る
等
の
襲
用
上
の
馳
で
F
5
が
使

は
れ
る
。

眼
視
用
反
射
鏡
で
は
F
8
以
下
で
は
製
作
に
非
常
に
骨
が
お
れ
．
る
の
ミ

像
及
び
倍
率
の
鮎
で
F
8
が
普
通
で
あ
る
σ
長
い
方
が
高
倍
率
に
は
、
小

三
七
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い
が
長
い
だ
け
使
ひ
難
い
の
が
訣
撫
．
で
あ
る
。

　
　
ツ
ァ
イ
ス
　
　
F
6

　
　
ブ
ラ
シ
ア
ー
　
F
8

　
　
カ
ル
バ
i
　

F
1
0
1
8

等
で
あ
る
が
F
8
以
下
は
使
え
な
い
の
で
は
な
い
が
特
に
彗
星
探
し

等
の
低
倍
率
に
ば
か
り
使
ふ
等
の
特
別
な
事
情
の
外
成
る
べ
く
避
け
た

い
Ω

硝
子
材
の
直
径
は
少
な
く
ミ
も
口
径
の
八
分
の
桶
は
無
い
一
こ
歪
が
大
き

い
。
京
都
の
十
吋
は
ほ
ほ
二
三
あ
る
。
成
る
べ
く
厚
い
が
よ
い
。

硝
子
材
は
遡
常
良
質
の
厚
板
硝
子
が
使
は
れ
る
が
小
口
径
で
は
殆
ん
さ

差
支
へ
が
無
い
が
温
度
の
愛
化
に
樹
し
て
一
様
な
る
鏡
形
を
保
持
す
る

事
が
出
來
な
い
。
硲
子
自
身
を
光
が
通
渦
し
な
い
か
ら
差
支
へ
な
さ
そ

う
で
あ
る
が
コ
ン
モ
ン
氏
の
作
っ
た
六
十
吋
等
氏
子
材
不
良
の
爲
め
に

使
用
し
得
な
か
っ
た
。

大
口
径
の
も
の
で
は
総
て
特
製
の
光
學
硝
子
が
使
は
れ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ

ン
山
百
吋
の
製
作
に
際
し
二
子
材
に
野
し
非
常
な
る
困
難
に
會
つ
た
事

は
衆
知
の
事
で
あ
る
。
リ
ツ
チ
ー
氏
は
論
文
の
第
一
歩
ぐ
」
し
て
廉
慣
な

射
乳
等
な
硝
子
材
が
反
射
鏡
の
鏡
ε
し
て
充
分
よ
い
も
の
で
あ
る
ε
考

え
る
ほ
，
ご
大
き
な
間
違
は
な
い
ε
記
し
て
居
る
。
同
氏
の
意
見
で
は
金

が
許
す
な
れ
ば
良
質
の
フ
ラ
ゥ
ン
光
學
ガ
ラ
ス
が
最
良
で
あ
る
そ
う
だ

　
寓
一
霞
o
H
O
巴
ピ

反
射
鏡
を
入
れ
る
入
れ
も
の
の
金
屡
は
歪
を
さ
け
る
爲
に
厚
い
方
が
よ

三
入

い
。
鏡
ミ
底
の
間
に
は
こ
三
枚
の
圓
形
の
紙
を
入
れ
る
ざ
か
或
は
布
が

入
れ
て
あ
る
が
底
の
穴
の
直
径
ミ
位
置
紙
の
形
等
は
常
に
鏡
形
に
重
大

な
る
關
係
を
持
っ
て
居
る
。
此
の
形
で
或
程
度
ま
で
の
牧
差
を
起
す
。

鏡
は
絶
封
に
堅
く
し
め
つ
け
て
は
い
け
な
い

大
口
樫
の
も
の
で
は
歪
を
除
く
爲
に
面
倒
な
事
が
し
て
あ
る
。
底
を
水

銀
上
に
浮
べ
る
ε
か
或
は
一
様
に
分
布
さ
れ
た
受
け
に
よ
っ
て
支
え
る

・
こ
か
し
て
あ
る
、
此
れ
等
の
方
面
に
於
て
リ
ッ
チ
i
氏
の
研
究
は
多
大

な
も
の
で
あ
る
。

　
四
鏡
に
つ
い
て

小
引
に
は
通
常
李
面
鏡
が
使
用
さ
れ
硝
子
の
形
は
弓
隠
に
下
め
る
爲
に

楕
圓
で
嚇
見
回
を
四
十
五
度
に
切
っ
た
様
で
あ
る
Q
厚
さ
は
や
は
り
直

通
の
八
分
の
一
は
あ
る
。
ブ
ラ
シ
ア
ー
で
は
五
分
の
一
波
長
以
上
の
精

度
を
有
し
て
居
る
ε
し
て
居
る
Q
良
い
像
を
得
る
に
は
よ
ほ
7
ご
精
密
な

も
の
が
必
要
で
あ
る
。
其
の
必
要
な
直
門
（
短
径
）
は
次
の
如
く
に
計
算

す
る
。
私
の
エ
リ
ソ
ン
鏡
径
六
吋
三
焦
錨
距
離
四
十
六
吋
。
小
一
か
ら

焦
黙
ま
で
六
一
の
場
合
、
焦
一
面
を
一
雨
ε
し
て
最
小
限
を
求
め
る
ε

　
　
　
　
　
　
の
×
Φ
軌

　
　
　
駄
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
0
・
。
。
軌
犀

　
　
　
　
　
　
劇
⑦

師
ち
○
・
八
五
吋
で
あ
る
が
ア
イ
ピ
ー
ス
が
直
径
を
有
す
る
爲
に
覗
野

の
端
で
は
全
面
の
光
が
來
な
い
。
ク
ル
ナ
ー
接
眼
鏡
の
＋
五
ミ
リ
の
も

の
で
前
菜
の
脛
を
○
・
偽
悪
ミ
す
る
ε

　
　
　
　
　
　
　
吟
Φ
一
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
袖
O
鼠
，

　
　
　
騒
皿
ρ
Q
。
X

　
　
　
　
　
　
　
　
恥
⑪



29’1

8。
　　

M4一
　　（

．
－
一
し

だ
け
飴
分
に
入
用
で
あ
る
。
加
え
る
ρ
こ
輔
、
五
五
吋
で
あ

ろ
か
ら
萱
野
全
面
に
一
瞬
の
明
る
さ
を
持
た
せ
る
爲
に

は
一
・
五
五
吋
に
な
る
。
エ
リ
ソ
ン
李
面
鏡
は
一
・
三
七

五
吋
で
あ
る
か
ら
少
々
不
足
で
は
あ
る
が
普
通
の
用
途

に
は
差
支
え
な
い
。
　
レ
ン
ズ
径
の
小
さ
い
高
倍
率
の
場

合
に
ぽ
充
分
大
き
い
。
普
通
ロ
径
の
五
分
の
一
あ
れ
ば

よ
い
。
．
素
人
で
た
だ
観
望
だ
け
に
は
も
つ
ε
少
さ
く
て

も
差
支
へ
な
い
が
憂
光
．
星
槻
測
を
や
る
人
は
充
分
大
な

る
小
戦
を
使
は
な
い
場
合
に
は
二
割
を
税
野
の
中
心
よ

り
等
距
離
に
お
く
様
に
注
意
し
な
い
一
こ
飛
ん
だ
大
間
違

を
や
る
。
○
・
二
等
位
し
ば
ぐ
誤
っ
て
見
へ
る
。
飴
り
大
き
な
李
面

鏡
を
使
ふ
事
は
光
の
損
失
－
こ
同
時
に
干
渉
が
張
く
起
っ
て
甚
だ
像
が
不

鮮
明
に
な
る
か
ら
よ
く
な
い
。
プ
リ
ズ
ム
を
使
ふ
時
で
も
直
径
は
出
來

る
だ
け
小
さ
く
し
て
其
の
周
り
は
完
全
に
丸
く
し
な
い
ε
像
の
李
等
を

害
す
る
。

　
不
†
．
面
鏡
噛
こ
直
角
プ
リ
ズ
ム
ー
こ
何
一
れ
“
か
よ
き
や

大
鏡
で
集
っ
た
光
を
直
角
に
筒
の
方
に
向
き
を
攣
化
さ
せ
ゐ
小
賢
く
」
し

て
何
れ
も
使
用
し
得
る
が
何
れ
が
よ
き
や
は
常
に
論
ぜ
ら
れ
る
所
で
あ

る
。
疑
も
無
く
李
面
鏡
の
方
が
プ
リ
ズ
ム
よ
り
は
よ
い
。

　
李
面
穿

話
面
鏡
は
必
要
な
面
積
よ
り
大
型
に
作
ら
れ
て
切
り
取
ら
れ
る
の
が
通

常
で
あ
る
か
ら
可
な
り
良
い
甲
面
が
得
ら
れ
る
、
新
ら
し
き
銀
面
な
れ
．

ば
反
射
力
は
普
通
九
十
％
は
あ
る
。
叉
其
の
面
積
に
し
て
も
楕
圓
に
切

り
取
ら
れ
る
爲
に
最
小
隈
で
す
む
か
ら
光
の
損
失
が
少
い
。
し
か
し
ア

ー
ヴ
イ
ン
グ
氏
の
経
験
に
よ
る
一
こ
完
全
な
4
1
面
鏡
は
百
に
一
つ
位
だ
そ

う
だ
。
良
好
な
厚
板
硝
子
か
ら
切
っ
た
だ
け
で
光
學
的
軍
陣
に
磨
か
れ

て
な
い
も
の
も
往
々
あ
る
が
此
れ
等
の
不
適
當
は
當
然
で
あ
る
。

　
直
角
ブ
リ
ズ
ー
．

限
ら
れ
た
形
に
於
て
三
面
李
面
に
．
磨
か
れ
る
儒
に
完
全
な
李
面
は
得
難

い
。
加
ふ
る
に
硝
子
自
身
の
質
が
關
卒
す
る
。
短
径
二
吋
以
上
の
プ
リ

ズ
ム
に
な
る
ミ
硝
子
自
身
良
い
も
の
が
得
難
い
Q
礎
っ
て
大
口
径
に
は

使
用
困
難
で
あ
る
。
二
面
に
て
反
射
さ
れ
硝
子
自
身
の
厚
さ
の
爲
に
吸

牧
さ
れ
光
を
失
ふ
。
又
臨
界
衡
の
捻
合
上
短
垂
絹
の
も
の
に
は
使
え
な

い
。
叉
形
が
不
規
則
の
爲
に
飴
計
な
面
積
を
占
め
光
を
失
ふ
馳
が
僅
か

だ
が
色
及
び
球
面
牧
差
を
起
す
光
學
的
の
鋏
鮎
が
あ
る
。
た
だ
便
利
－
こ

す
る
の
は
鍍
銀
不
用
で
何
時
で
も
同
じ
く
輝
く
事
で
あ
る
。

　
李
面
鏡
で
は
鍍
銀
は
必
要
で
あ
る
が
鍍
銀
も
大
鏡
の
二
倍
は
充
分
保

ち
、
磨
く
手
敷
も
恥
く
僅
小
で
あ
る
。
直
角
プ
リ
ズ
ム
は
使
え
な
い
の
で

な
い
。
若
し
良
い
も
の
な
れ
ば
悪
い
李
面
鏡
は
欺
け
る
。
成
る
べ
く
亭

面
鏡
を
使
っ
た
方
が
よ
い
。
差
は
少
い
。

プ
リ
ズ
ム
準
面
鏡
何
れ
も
短
径
で
大
き
さ
を
言
ふ
。
↓
吋
、
一
吋
四
分

ノ
一
、
一
吋
牛
等
に
作
ら
れ
る
。
何
れ
も
一
吋
牛
の
で
約
一
ポ
ン
ド
で

あ
る
，
論
り
高
償
な
も
の
で
な
い
か
ら
最
良
質
の
を
求
む
虎
し
。

反
射
用
李
面
鏡
は
反
射
鏡
製
作
所
で
必
ず
作
っ
て
居
る
。
プ
リ
ズ
ム
は

三
九
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望
遠
鏡
製
作
所
で
得
ら
れ
る
。
李
面
鏡
は
大
鏡
ε
一
所
に
求
め
れ
ば
特

に
指
定
し
な
い
で
も
適
當
な
も
の
を
一
っ
て
く
れ
る
。

小
鏡
を
支
持
す
る
爲
に
筒
に
板
金
或
は
針
金
が
引
い
て
あ
る
が
此
れ
等

の
数
は
一
、
二
し
三
、
四
、
等
あ
る
。

一
箇
の
は
小
ロ
径
の
グ
レ
ゴ
リ
式
の
も
の
に
使
は
れ
る
が
通
常
甚
だ
大

な
る
爲
に
甚
だ
し
い
干
渉
を
趨
し
て
蝕
像
に
太
い
張
い
線
駄
の
枝
が
つ

く
。
其
の
所
だ
け
口
径
が
な
い
爲
に
此
の
現
象
を
表
す
。
二
つ
も
同
じ

く
不
適
當
で
あ
る
。

三
箇
或
は
四
箇
が
使
は
れ
る
が
三
箇
の
方
が
眼
覗
用
四
箇
の
は
爲
眞
用

の
に
使
は
れ
五
箇
以
上
は
使
は
れ
な
い
。
三
本
の
は
像
に
つ
く
條
が
六

本
出
來
る
が
四
本
だ
一
こ
丁
度
重
り
合
っ
て
四
本
に
な
ろ
代
り
強
い
。
反

射
鏡
で
ε
つ
た
爲
眞
に
は
大
星
の
廻
り
に
四
本
の
線
が
つ
い
て
居
る
。

此
れ
は
中
心
を
求
め
る
の
に
便
利
で
あ
る
等
の
理
由
で
爲
眞
鏡
に
最
も

普
通
で
あ
る
。
英
で
は
三
、
米
で
は
三
、

眼
舶
用
に
は
三
極
は
四
の
何
れ
が
よ
い
か
・
こ
言
へ
ば
何
れ
も
使
え
る
が

低
倍
傘
の
場
合
に
は
何
れ
で
も
好
い
。
火
星
に
は
四
本
が
少
々
蓮
河
を

見
え
に
く
く
す
る
他
に
遊
星
を
見
る
に
差
支
へ
な
い
。
接
近
し
た
二
重

星
を
見
る
に
は
線
の
方
向
に
俘
星
が
重
な
る
時
に
は
困
る
事
が
多
い
。

三
本
の
方
が
少
々
良
い
。
使
用
上
に
は
四
本
の
方
が
便
利
が
多
い
。
線

は
細
い
ほ
，
ご
好
い
。
屈
折
を
使
っ
て
居
る
人
で
も
遊
星
観
測
中
電
線
か

前
に
來
た
爲
に
像
が
甚
だ
不
鮮
明
ε
な
る
は
記
憶
せ
ら
る
エ
こ
ε
な
ら

ん
。
太
い
線
は
甚
だ
し
く
像
の
鮮
明
を
害
す
る
。
同
じ
理
由
で
小
鏡
の

直
穫
も
極
小
限
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

訂

正

四
〇

前
號
二
四
四
頁
十
行
目
午
後
十
時
の
子
午
線
経
度
訂
正
す
。

計
算
尺
の
誤
算
な
る
故
最
後
の
衙
疑
し
。

　
q
Q
g
。
卜
⊃
一
ト
っ
幽
9
一
£
・
竃
‘
○
。
曽
。
博
蕊
ρ
δ
O
一
①

に
て
羅
馬
＋
度
の
差
あ
り

下
段
二
週
目
三
二
四
度
は
三
三
二
度

　
　
五
行
目
　
　
二
四
〇
度
は
二
二
一
度

　
　
六
行
目
　
　
右
　
は
　
左

　
　
十
二
行
目
　
二
十
二
日
は
二
十
三
日

大
部
分
は
校
正
の
誤
り
。

ご
q
Q
g
◎
一
－
ト
つ
軽
9

山
本
氏
よ
り
の
通
信

小
生
い
よ
く
九
月
十
日
頃
當
地
出
前
年
並
パ
リ
ー
へ
向
ふ
こ
鷲
に

な
り
ま
し
た
、
つ
い
て
は
八
月
宋
以
後
の
郵
便
物
は
す
べ
て
米
國
経

由
で
佛
國
パ
リ
ー
市
帝
劇
大
使
舘
あ
て
に
願
ひ
ま
す
。

　
爾
人
集
達
者
で
す
Q
転
置
に
御
厨
へ
を
願
ま
す
。

山
鯨
製
の
優
良
な
る
四
吋
四
分
の
】
及
び
三
角
八
分
の
日
の
屈
折
鏡
を

費
却
し
た
き
人
あ
り
。
詳
細
は
天
文
毫
中
村
憶
意
。


